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1． 宇宙分野の人材育成 
 宇宙分野は最先端の分野であるとともに、システム統合

技術であることから、プロジェクトの実践を通じて専門性

を高めていくとともに、専門性にとらわれず広い視野で俯

瞰的・客観的に見渡すことのできる目を有する、「プロフェ

ッショナル」としての専門人材を育成していく必要がある。

今後、新たな利用分野の拡大なども想定されるが、まさに

そうしたフロンティアにおいては専門性を持った人材が皆

無であると言っても過言ではない1こともあり、研究開発・

技術開発を進めると同時に、当該分野を支え、担い、発展

させていく人材をも養成していかなければならない。この

ためには、戦略性をもって体系的な人材育成を行っていく

ことが求められる。 
（1） 初等中等教育での裾野拡大 

 次代を担う宇宙分野の人材の確保を期待するだけで

                                      
1 JAXAに人材が居ないと言っているようなもので、言葉の選
択を誤っていないか。企業に人材が居ないようには言っていな

いと感じる。 

なく、科学技術分野全体に対して興味を抱く人の裾野の

拡大、また、子どもからの科学的な観察・思考・課題解

決能力のかん養のため、初等中等教育段階で宇宙の魅力、

おもしろさを伝え、興味・関心も持ってもらい、ひいて

は宇宙分野の研究者・技術者を志望する裾野を拡大する
2。特に、宇宙に興味・関心を持ってもらうためには、

米国におけるアポロ計画のような国民に夢や希望を与

え、わくわくさせるようなフラッグシップが不可欠3で

あると考えられ、長期的な視野としてビジョンを示す際

にはそのような点にも配慮することが必要である。 

                                      
2 宇宙分野に人材がいないと言う問題を抱えているのか。科学
や工学に対する興味に欠ける若者が増えていることは解る。そ

の道に呼び込むための道作りに「宇宙」が貢献できるかも知れ

ない。「近づき難い」分野と考えて近づかない者も、呼びかけ次

第で参加するようになり、参加すれば必ず喜んでもらえる。た

だし、その人たちが全て宇宙関連の就職をすることを望む必要

は無い。「宇宙」の仕事は「宇宙工学者」だけではできないので、

機械、電気、電子、化学、物理、その他多くの学科の卒業生を

集め、経験を通じて育ってもらうのを待つのである。若いとき

に「宇宙」を経験しても、科学・工学の別の分野で仕事をして

いただければ良い。話は異なるが、「鳥人間コンテスト」に沢山

の学生が参加しているし、別の仕事をやりながら参加する社会

人も沢山いる。宇宙はこれと同質の、「殆どの人がワクワクしな

がら興味を駆り立てる」対象である。 
3 人材を集めるためにはフラッグシップは不要である。誰もが
興味を持っているが、自分は参加できないと諦めている者が多

いだけである。国家予算を集めるためのフラッグシップである。 



・ JAXA宇宙教育センターの取組（教育活動の実践及び
支援） 

・ 子ども・青少年向け広報の充実（JAXAキッズなど） 
・ 教育委員会、初等中等教育機関との連携 
・ スーパーサイエンスハイスクールなどの取組との連

携 
・ 公開実験・ものづくり体験の機会の提供 

（2） 高等教育での人材育成 
 まずは、超小型衛星プロジェクトなどを通じて学生が

短期間に一連のプロセス・システムに携わる教育研究活

動を行い、研究者・技術者の卵としてものづくり技術の

基礎を身につけさせる。次の段階として、将来の我が国

の宇宙開発利用を支える研究者・技術者を育成するため､

実際の宇宙開発利用プロジェクトヘの参加を通じた､実

践的な教育・訓練により、基礎を身につけた学生を一人

前の研究者・技術者へと育て上げる。 
・ 大学等における超小型衛星プロジェクト等を通じた

教育研究活動 
・ 総合研究大学院大学、東京大学との協力による大学

院教育の実施 
・ 連携大学院制度等による大学院教育への協力 

（3） 若手研究者・技術者の資質向上 
 我が国の宇宙開発利用を牽引・先導すべきリーダーと

なるべき人材を養成するため、若手研究者・技術者に対

して一定の裁量権を与えて研究開発・技術開発に従事さ

せ、成功・失敗体験を積み重ねさせることにより、自立

性と課題解決能力を身につけさせる。同時に、メーカー

等の現場の技術者と対等に議論できるだけの実践的な

知識や技術的バックグラウンド4を身につけさせる。 
・ 小型副衛星による打上げ機会の拡大など若手研究

者・技術者の活躍の場の提供 
・ 体系的なキャリアパスの確立 

（4） シニア研究者・技術者の管理能力強化 
 我が国の宇宙開発利用プロジェクトをより効果的・効

率的に実施するため、プロジェクト・マネージャなどの

シニア研究者・技術者に対レマネジメント手法を体系的

に習得させ、コスト管理能力・リスク管理能力の強化を

図る。5また、各プロジェクトの技術的な側面のみなら

ず、その社会的意義や必要性についても理解することに

より、社会的ニーズを意識したプロジェクト管理を行う

能力を身につけさせる。 
・ シニア研究者向けのマネジメント・スキルに関する

研修の実施 

                                      
4 向上心を持って真摯な気持ちで経験を重ねるのが唯一の道で
ある。「与えられた作業を消化する」者は、一生かかっても習得

できない。組織のトップの背中が最も効果的で、キャリアパス

の整備が最も不効率ではないかと思う。 
5 上記の注記と同じである。また、過去に JAXAのコスト管理、
リスク管理に不足があったと評価されても反論できないかもし

れない。しかし、最も反省しているのは JAXAの心ある人たち
である。道路整備は無気力人間の醸成にも繋がることを重ねて

言いたい。 



・ 体系的なキャリアパスの確立 
（5） 途絶えることのない技術継承 

 宇宙開発利用プロジェクトは最先端の科学技術の結

集であるが、その基盤・根底にはこれまで連綿と受け継

がれてきたノウハウや技術が存在しており、これらを確

実に次の世代へと受け継いでいくことが肝要である。こ

れらの技術等は、その多くの部分を人に依存しているこ

とから、体系的・組織的に継承していくべく、人材育成

においてその観点を十分に配慮することが必要である。 
・ 継承すべきノウハウ・技術の抽出と、それらの継承

メカニズムの構築 
（6） 優れた成果を引き出す業績評価 

 我が国の宇宙開発利用をより高度化するため、業績評

価に当たっては、新たなことに挑戦する研究者・技術者

を励まし、優れた成果を積極的に見出し、伸ばし、育て

ることにより、研究者・技術者の創造性・独創性を発揮

させる環境を創出していくことが不可欠である。失敗や

不十分な成果等に対して責任を追及するのと同様に、特

に優れた成果については、ベスト・プラクティスとして

取り上げ、顕彰し、研究者・技術者の士気を高めること

が垂要である。6 
・ 研究者・技術者の業績評価における「伸ばし・育て

                                      
6 言うに易く行うに難いことで、多くの組織で「変えても変え
ても満足できない」ことを経験している。「だからやめろ」とは

言わない。慌てずに、諦めずに取り組んでもらいたい。 

る」観点への配慮 
・ 優れた成果を顕彰する仕組みの充実 

（7） 人材の質と量の確保 
 少子・高齢化が進む我が国においては、優秀な人材を

確保していくことがますます困難な状況となることが

予想される。7一方、我が国が今後も引き続いて宇宙先

進国の一角として宇宙開発利用を推進していくために

は、十分な質と量の研究者・技術者を育成・確保するこ

とが不可欠である。このため、裾野を拡げ、体系的・戦

略的な人材育成を行うだけでなく、同時に、女性や高齢

者などの「人財］を発掘し、多様性のある人材登用を積

極的に進めていくことが重要である。 
・ 女性研究者の活躍機会拡大のための環境整備（育

児・産休に配慮した労働環境の整備など） 
・ 優れた高齢研究者の能力の活用（若手研究者への技

術やノウハウの継承など） 
 

2． 普及・広報 
 宇宙開発利用においては、長期の開発と多額の資金が必

要とされることから、積極的に進捗状況や成果等について

国民・社会に対してわかりやすく説明し透明性を高めてい

くとともに、その理解・受容・支持を得ていくことが不可

欠である。また、地動説が世界を揺るがしたように、宇宙

                                      
7 読みが違うのではないか。機会が増えれば人は育つ。税収は
減るかも知れないが、人材が減ることは無いであろう。 



は最先端のフロンティアとして新たな価値観や文化を創造

する可能性を秘めたものであることから、我が国の「文化

力］の潜在的な源泉としての観点にも配慮することが必要

である。 
（1） 情報発信・理解増進と広報戦略 

 積極的に情報発信を行う趣旨を踏まえれば、ただやみ

くもに大量の情報を平坦に公開していくことは適切で

はなく、情報の受け手にとって理解しやすいように情報

を発信していくことが求められる。すなわち、単に透明

性の確保のために公開すればよいというのではなく、理

解を促し、社会的受容を得るためには、相応の工夫が必

要となる。したがって、これからの広報活動においては、

戦略性をもって、誰に何を伝えるべきかを念頭に置き、

それぞれの目的に適切な方法で普及・広報活動を行うこ

とが重要である。 
 普及・広報活動としては、ホームページやバンフレッ

ト等による一般向けの広報、施設公開等による交流型・

対話型の広報、宇宙教育センターのような組織による教

育的観点をも取り入れた広報・普及活動など、様々な形

態がすでに存在しており、これらを更に充実させるとと

もに、それぞれの適切な組み合わせにより、効果を最大

限に高めるようにしていく戦略を不断に検討し、実行し

ていくことが求められる。例えば､広く国民・社会に対

して理解を得る目的であれば、対話型・交流型のアウト

リーチ活動や博物館、科学館といった社会教育施設との

連携に積極的に取り組むとともに、わかりやすい広報に

努めることが重要であると考えられる。一方、大学や産

業界の研究者・技術者向けの情報発信としては、要所を

押さえた概要を一義的に発信し、個別分野についての詳

細に容易にアクセスできるような広報が望まれる。今後

の普及・広報活動の充実を図るに当たっては、情報の受

け手となる者の立場に立った、情報発信の在り方を検討

し、実行に移すべきである。 
・ 学生・生徒を対象としたペットボトルロケットやカ

ンサットなどの製作・実験を通じた体験型アウトリ

ーチ活動 
・ 一般の方を対象とした宇宙開発利用の成果、科学的

意義を伝え、宇宙のおもしろさを感じてもらうため

のメディアを活用した情報発信 
・ 研究者・技術者を対象としたテクニカル・カンファ

レンス 
（2） 機微情報への配慮8 

 一方、宇宙分野の技術情報等の中には、軍事技術への

転換が行われる可能性があるなどの機微情報が含まれ

ており、情報の公開に当たっては、これらの情報の機密

性に十分に配慮しつつ、必要な制限を設けた上で情報を

発信していくことが求められる。 

                                      
8 本件は腰が引けているとの印象が強い。制限を付け過ぎてお
り、議論にならない会議を作っている。数値の欄に（秘）＝

（classified）と書くだけでよい場合もある。貿易管理令の勉強
をお勧めする。 


